
六

専
攻
学
科
目　

機
械
工
学
・
連
続
体
力
学
・
有
限
要
素
法

生　

年　

月　

昭
和
二
五
年　

三
月

略　
　
　

歴　

昭
和
四
八
年　

四
月　
　

早
稲
田
大
学
理
工
学
部
機
械
工
学
科
卒
業

同　

五
四
年　

三
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
工
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　

五
四
年　

三
月　
　

工
学
博
士

同　

五
四
年　

五
月　
　

東
京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
助
手

同　

六
〇
年　

四
月　
　

東
京
大
学
工
学
部
助
教
授

同　

六
三
年　

四
月　
　

東
京
大
学
先
端
科
学
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
助
教
授

平
成　

五
年
一
二
月　
　

東
京
大
学
工
学
部
教
授

同　

一
一
年　

四
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授

同　

二
五
年　

四
月　
　

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
特
任
教
授
（
平
成
二
七
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

四
月　
　
（
株
）U

T-H
eart

研
究
所
代
表
取
締
役
会
長
（
現
在
に
至
る
）

同　

二
七
年　

六
月　
　

東
京
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

久ひ
さ　

田だ　

俊と
し　

明あ
き



七

専
攻
学
科
目　

循
環
器
病
学
・
医
用
生
体
工
学

生　

年　

月　

昭
和
二
七
年
一
二
月

略　
　
　

歴　

昭
和
五
〇
年　

三
月 

東
京
大
学
工
学
部
化
学
工
学
科
卒
業

同　

五
七
年　

三
月 

東
京
大
学
医
学
部
医
学
科
卒
業

同　

六
〇
年　

一
月 
米
国
ジ
ョ
ン
ズ
ホ
プ
キ
ン
ス
大
学
医
学
部
生
体
医
用
工
学
科
研
究
員

同　

六
二
年
一
一
月 
中
央
鉄
道
病
院
（
現
・
Ｊ
Ｒ
東
京
総
合
病
院
）
循
環
器
内
科
副
医
長

平
成　

元
年　

四
月 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
二
内
科
医
員

同　
　

七
年　

一
月 

東
京
大
学
大
学
院
医
学
系
研
究
科
博
士
課
程
修
了

同　
　

七
年　

一
月 

博
士
（
医
学
）

同　
　

七
年　

四
月 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
第
二
内
科
助
手

同　

一
〇
年　

四
月 

東
京
大
学
医
学
部
附
属
病
院
循
環
器
内
科
助
手

同　

一
四
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
教
授

同　

二
二
年　

四
月 

東
京
大
学
大
学
院
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
特
任
教
授
（
平
成
三
〇
年
三
月
ま
で
）

同　

二
七
年　

四
月 

（
株
）U

T-H
eart

研
究
所
取
締
役
社
長
（
現
在
に
至
る
）

同　

三
〇
年　

六
月 

東
京
大
学
名
誉
教
授

日
本
学
士
院
賞　

受
賞
者　
　

杉す
ぎ　

浦う
ら　

清せ
い　

了り
ょ
う



二
二

工
学
博
士
久
田
俊
明
氏
及
び
博
士
（
医
学
）

杉
浦
清
了
氏
の
「
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
・
マ
ル
チ

フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
ヒ
ト
心

臓
等
へ
の
適
用
と
そ
の
医
学
へ
の
応
用
」（
共

同
研
究
）
に
対
す
る
授
賞
審
査
要
旨

京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
活
用
し
集
中
的
に
な
さ
れ
た
医
工
連
携
研
究
で
あ
る
。

久
田
俊
明
氏
（
計
算
力
学
）
と
杉
浦
清
了
氏
（
医
学
・
工
学
）
は
、
収
縮
タ
ン

パ
ク
の
運
動
か
ら
血
液
の
拍
出
に
至
る
全
階
層
を
シ
ー
ム
レ
ス
に
繋
い
だ
世
界

に
類
を
見
な
い
心
臓
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
を
開
発
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
心
臓
の
電
気

的
・
力
学
的
機
能
を
解
明
す
る
基
礎
医
学
研
究
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
臨
床
応

用
と
し
て
患
者
毎
の
心
臓
を
計
算
機
内
に
再
現
し
治
療
効
果
を
予
測
す
る
新
し

い
医
学
の
扉
を
開
き
、
薬
事
申
請
へ
向
け
て
の
準
備
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。

久
田
氏
は
、
機
械
工
学
の
分
野
で
長
年
、
連
続
体
力
学
と
有
限
要
素
法
に
関

す
る
研
究
、
と
り
わ
け
非
線
形
性
の
強
い
「
大
歪
・
大
変
形
問
題
」
な
ら
び
に

「
柔
軟
な
構
造
と
流
体
の
連
成
力
学
問
題
」
に
関
す
る
研
究
に
取
り
組
ん
で
来

た
。
二
〇
〇
一
年
に
発
表
し
た
論
文
で
は
、
流
体
と
構
造
を
区
別
す
る
こ
と
な

く
一
体
型
の
連
立
方
程
式
で
強
連
成
さ
せ
て
安
定
に
解
く
手
法
を
完
成
し
、
そ

の
後
に
行
う
こ
と
と
な
っ
た
心
臓
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
理
論
的
基
盤
を
確
立

し
た
。

杉
浦
氏
は
、
心
臓
病
の
臨
床
に
携
わ
る
一
方
で
、
患
者
の
臨
床
症
状
に
直
結

し
た
臓
器
レ
ベ
ル
で
の
心
臓
力
学
の
研
究
を
行
っ
て
い
た
が
、
当
時
応
用
が
進

み
つ
つ
あ
っ
た
分
子
・
細
胞
レ
ベ
ル
で
の
研
究
と
融
合
す
る
こ
と
で
心
臓
病
の

根
本
的
な
解
決
が
可
能
に
な
る
と
考
え
、
一
分
子
生
理
学
を
活
用
し
た
心
筋
ミ

オ
シ
ン
の
分
子
構
造
と
機
能
の
関
係
、
独
自
に
開
発
し
た
測
定
系
を
用
い
た
単

一
心
筋
細
胞
の
負
荷
に
対
す
る
応
答
、
等
の
研
究
に
基
づ
き
各
ス
ケ
ー
ル
で
の

解
明
を
進
め
て
き
た
。

一
九
九
八
年
東
京
大
学
に
学
融
合
を
旨
と
す
る
新
領
域
創
成
科
学
研
究
科
が

設
立
さ
れ
た
の
を
契
機
に
、
二
〇
〇
二
年
か
ら
人
間
環
境
学
専
攻
バ
イ
オ
メ
カ

ニ
ク
ス
分
野
に
お
い
て
一
研
究
室
二
教
授
（
久
田
、
杉
浦
）
に
よ
る
運
営
の
も

と
に
心
臓
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
「U

T-H
eart

」
の
研
究
開
発
が
開
始
さ
れ
た
。

二
〇
〇
三
年
か
ら
は
前
述
の
流
体
構
造
連
成
解
析
法
を
活
用
し
たJST

・

C
R

EST

研
究
を
推
進
し
、
電
気
的
興
奮
伝
播
か
ら
心
筋
の
収
縮
、
血
液
の
拍

出
ま
で
を
再
現
す
る
世
界
に
類
を
見
な
い
マ
ル
チ
フ
ィ
ジ
ッ
ク
ス
心
臓
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
の
開
発
に
成
功
し
た
。
な
お
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
当
時
は
未
だ
計
算
機
の

性
能
が
十
分
で
な
か
っ
た
が
、
将
来
の
超
並
列
化
を
予
見
し
、
細
胞
か
ら
組
織

を
経
て
臓
器
ま
で
を
繋
ぐ
マ
ル
チ
ス
ケ
ー
ル
解
析
手
法
を
開
発
し
た
。
こ
れ
が

後
の
「
京
」
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
成
果
に
繋
が
っ
た
。
本
研
究
成
果
に
対
し
二



二
二

〇
〇
八
年
に
文
部
科
学
大
臣
表
彰
・
科
学
技
術
賞
が
授
与
さ
れ
た
。
更
に

JST
・C

R
EST

で
開
発
し
た
心
臓
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
技
術
を
も
と
に
、
二
〇

〇
七
年
か
ら
はJST

産
学
共
同
シ
ー
ズ
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
化
事
業
、
二
〇
一

〇
年
か
ら
は
内
閣
府
最
先
端
研
究
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
中
心
研
究
者
・
永

井
良
三
東
大
名
誉
教
授
）
の
下
に
集
中
的
に
研
究
開
発
が
続
け
ら
れ
た
。U
T-

H
eart

に
関
わ
る
特
許
出
願
は
一
六
九
件
（
国
内
四
三
、
海
外
一
二
六
）、
登
録

は
一
一
八
件
（
国
内
三
七
、
海
外
八
一
）
を
数
え
る
。

一
方
、
京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
は
二
〇
一
二
年
六
月
に
完
成
し
た
が
、
そ
の
開
発

段
階
か
らU

T-H
eart

は
理
化
学
研
究
所
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
採
択
さ
れ
、
最

終
的
に
は
文
部
科
学
省
が
全
科
学
技
術
分
野
か
ら
選
定
し
た
七
つ
の
優
先
課
題

（
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
の
一
つ
と
し
て
研
究
成
果
を
挙
げ
る
と
共
に
京
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
の
存
在
意
義
を
示
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
開
発
さ
れ
た
収
縮

タ
ン
パ
ク
の
数
理
モ
デ
ル
、
並
び
に
タ
ン
パ
ク
分
子
か
ら
細
胞
、
組
織
、
臓
器
、

血
液
循
環
ま
で
の
各
階
層
を
繋
ぐ
数
理
的
手
法
は
、
基
礎
医
学
研
究
な
ら
び
に

臨
床
医
学
研
究
に
応
用
さ
れ
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

基
礎
医
学
研
究
に
お
け
る
成
果
と
し
て
は
、
心
電
図
の
波
形
か
ら
、
異
な
る

膜
電
位
特
性
を
持
つ
三
種
類
の
細
胞
の
心
臓
壁
内
で
の
分
布
状
況
を
推
定
し
た

こ
と
、
心
臓
壁
内
で
の
細
胞
の
螺
旋
的
走
行
方
向
と
血
液
拍
出
能
の
関
係
を
明

ら
か
に
し
た
こ
と
、
心
臓
の
発
生
学
的
（
血
管
の
）
ル
ー
プ
形
状
が
血
液
拍
出

を
強
化
す
る
と
の
従
来
の
仮
説
を
力
学
的
に
否
定
し
た
こ
と
、
収
縮
タ
ン
パ
ク

を
構
成
す
る
ミ
オ
シ
ン
分
子
の
運
動
の
協
調
性
（cooperativity

）
の
意
義
を

心
拍
動
の
観
点
か
ら
定
量
的
に
示
し
た
こ
と
、
細
胞
パ
ッ
チ
ク
ラ
ン
プ
実
験
を

四
種
類
程
度
の
イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
に
つ
い
て
行
え
ば
、
任
意
の
候
補
薬
の
心

毒
性
（
致
死
性
不
整
脈
を
生
じ
る
リ
ス
ク
）
の
評
価
が
可
能
と
な
る
こ
と
を
一

二
種
類
の
薬
を
用
い
て
実
証
し
た
こ
と
、
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
両
氏
の
研

究
は
ド
ラ
イ
な
計
算
機
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
み
に
閉
じ
る
こ
と
な
く
、

ウ
ェ
ッ
ト
な
分
子
実
験
グ
ル
ー
プ
や
医
学
部
・
病
院
と
も
常
に
連
携
し
着
実
な

成
果
を
挙
げ
て
い
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。

一
方
、
臨
床
医
学
研
究
の
成
果
と
し
て
は
、
心
電
図
、
血
圧
、
心
エ
コ
ー
、

C
T/M

R
I

等
、
病
院
で
の
通
常
の
検
査
デ
ー
タ
に
基
づ
き
、
そ
の
患
者
個
人
の

心
臓
を
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
中
に
再
現
す
る
技
術
を
開
発
し
た
。
一
旦
個
人
の
心

臓
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
内
に
再
現
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ
に
様
々
な
仮
想
的
治
療
を
施

し
、
ど
れ
が
一
番
有
効
か
を
事
前
に
予
測
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
ま

で
両
氏
は
電
気
的
興
奮
伝
播
に
異
常
が
あ
り
血
液
が
十
分
拍
出
で
き
な
い
心
疾

患
に
対
す
る
治
療
法
の
一
つ
で
あ
る
「
心
臓
再
同
期
療
法
（C

RT

）」、
並
び
に

小
児
先
天
性
心
疾
患
（
先
天
性
複
雑
心
奇
形
）
へ
の
外
科
手
術
に
対
す
る
臨
床

研
究
を
実
施
し
、
そ
の
有
効
性
を
検
証
し
て
き
た
。
こ
の
う
ちC

RT

に
つ
い

て
は
九
症
例
に
つ
き
、
治
療
効
果
の
予
測
能
力
の
検
証
を
終
え
、
有
効
性
を
示

す
論
文
も
出
版
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
厚
生
労
働
省
はU

T-H
eart

を
「
先
駆
け

審
査
指
定
制
度
」（
世
界
に
先
駆
け
て
開
発
さ
れ
た
革
新
的
な
医
薬
品
や
医
療



二
二

機
器
、
再
生
医
療
な
ど
の
製
品
を
日
本
で
早
期
に
実
用
化
す
る
た
め
に
、
開
発

段
階
で
有
効
性
が
見
込
ま
れ
る
も
の
を
指
定
す
る
取
り
組
み
）
に
お
け
る
医
療

機
器
に
指
定
し
、
薬
事
申
請
へ
向
け
た
治
験
プ
ロ
ト
コ
ル
を
策
定
中
で
あ
る
。

C
RT

は
過
去
の
統
計
デ
ー
タ
か
ら
三
〇
％
以
上
の
患
者
がnon-responder

（
施

術
後
の
効
果
が
認
め
ら
れ
な
い
患
者
）
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
お
り
、U
T-

H
eart

が
薬
事
承
認
さ
れ
れ
ば
、
事
前
の
予
測
に
よ
りnon-responder

に
対
す

る
侵
襲
性
の
高
い
手
術
を
回
避
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

以
上
本
研
究
は
、（
1
）
計
算
科
学
の
発
展
に
大
き
く
貢
献
す
る
と
と
も
に
、

（
2
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
に
再
現
さ
れ
た
心
臓
は
各
種
基
礎
研
究
に
広
く
有
効

に
利
用
で
き
、（
3
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
上
の
仮
想
治
療
に
よ
り
最
善
の
治
療
法

を
事
前
に
予
測
す
る
本
手
法
は
臨
床
上
の
利
用
価
値
が
極
め
て
高
く
、（
4
）

ま
た
本
手
法
は
心
臓
以
外
の
臓
器
に
も
適
用
で
き
る
一
般
的
な
も
の
で
、
新
し

い
医
学
（
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
医
学
）
の
扉
を
開
く
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
ア
ミ
ノ
酸
レ
ベ
ル
の
分
解
能
を
持
つ
分
子
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
心

臓
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
統
合
し
た
新
た
な
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
に
も
成
功

し
て
お
り
、
今
後
本
格
稼
働
が
予
定
さ
れ
て
い
る
京
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
後
継
機

「
富
岳
」
に
お
い
て
、
遺
伝
子
か
ら
心
臓
の
拍
動
ま
で
を
繋
げ
た
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
可
能
と
な
る
。
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